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「法と文学Law & Literature」
研究の現状
小　　林　　史　　明
「法と文学Law and Literature」研究の発祥をいつの時点と定めるかは、当該研
究をどう位置づけるかによる。2013年は「法と文学」研究にとって重要な年であっ
たと、「法・文化・人文学学会（Association for the Study of Law, Culture and
the Humanities）」2013年大会を経験した論者は述べているが、それはジェーム
ズ・ボイド・ホワイト（James Boyd White）がその著書The Legal Imagination
を上梓したのが 40年前の 1973年であり、彼自身が生まれたのが 75年前の 1938
年だったからである。
ホワイトの上記著書を現代「法と文学」研究の嚆矢とするのは斯界の通説となっ
ている。しかしことはそう単純ではない。今でこそ「法と文学」研究として定着し
た領域も、その呼称や内容に確乎とした劃定はなされていない。ホワイト自身も
「法と文学」よりは「法と人文学」と呼称したほうがよいとしたうえで、「法と人文
学が 1973年にはじまったなどという主張は明らかに滑稽 ludicrousである」と述
べている。西洋法が人文学にルーツを持つという彼の理解からは当然の帰結であ
る。アングロ・アメリカにおける「法と文学」に限定してみたところで、やはり
1973年を発祥年とするには、あまりに前史を軽んじているというほかない。The
Legal Imaginationの功績は、「法と文学」なり「法と人文学」を創始したことに
あるのではなく、現在通常理解される仕方で、当該領域をアングロ・アメリカの
ロー・スクールに制度化させたことにある。そこから爆発的に繁茂した業績に学ん
だ私たちが、その枠組から逃れることは困難であるという意味で 1973年は銘記す
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るにふさわしいのである。
幸か不幸かは措いて、日本における「法と文学」は、上記の領域劃定論とは距離
を置くことができた。近年あいついで刊行された「法と文学」研究も独自性の高い
ものが多い(1)。もちろんアングロ・アメリカの伝統に連なる研究もあったが、そ
の影響力は小さく、数も少ない。本報告は、このような状況下であえてアングロ・
アメリカの「法と文学」の前史をたどる試みであった。
アメリカ合衆国の独立期、建国の父たちに占める法律家の割合は非常に高く、イ
ギリスに擬えればアメリカでは「法こそが王」の国家であった。しかし、植民地時
代から建国初期にかけてのアメリカ法曹のレヴェルはかならずしも高いとはいえず、
のちに政治家として名を成すことになるジョン・アダムズやトマス・ジェファーソ
ンも法律家として活躍したが正課として法学教育を受けてはいない。自学したか
「丁稚」教育（On-the-Job Training）を受けたに過ぎなかった。当時のエリート
層が受けた教育は、「物理学、倫理学、宗教、自然法、文学（belles lettres）、批
評、レトリック、雄弁（oratory）」などであったから、彼らの法的活動には文学や
歴史書からの引用など人文知が多く顔をのぞかせている。
これを変化させたのは、米英戦争、ジャクソニアン・デモクラシー、ロー・ス
クール誕生などであったが、決定的だったのはクリストファー・C・ラングデル
のハーヴァード・ロースクールDean就任であろう。素朴な科学主義に影響を受
けたラングデルは法を「科学（science）」として教育することを決め、「自然科学
（physical science）の実験室教育」を目指してカリキュラム改革をおこなった。よ
く知られているように、ここで初めてケース・メソッドが一般化するのである。
他方、法学の「科学化」に抗して、人文学の伝統を重視する潮流もまた脈々と息
づいていた。その代表例として、ラーニッド・ハンド、アーヴィング・ブラウン、
ジョン・ウィグモア、ベンジャミン・N・カードーゾ等をあげることができるだろ
う。
やや単純にすぎる物言いをすれば、このように「科学化・合理化」と「人文学」
(1)代表的なものとして、木庭顕『誰のために法は生まれた』朝日出版社、2018年、大村敦
志『文学からみた家族法』ミネルヴァ書房、2012年、桑原朝子『平安朝の漢詩と「法」』
東京大学出版会、2005年を挙げておく。また拙稿「三宅正太郎の法思想」、『法律論叢』
91巻 6号、2019年もアメリカの「法と文学」とはほぼ無縁である。
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が二重螺旋のように連なってきた特殊アメリカ的な歴史と文脈を踏まえなければ、
1973年を迎えることはできないのである。してみると、1973年以降の「法と文
学」研究の来し方を見る目も必然変わってくる。法の「合理化」を一応希求するリ
チャード・ポズナー判事による「法と文学」批判、それに対するホワイトの反批判
等も、また奥行きをもって検討することができるのではないだろうか。
本報告はその可能性を予示するにとどまるが、昏迷、ときに停滞と評される「法
と文学」研究の現在に向き合うとき、歴史と文脈を再評価する作業は不可欠であ
り、その評価如何によって新しい方向を見定めることになる(2)。
（明治大学法学部専任講師）
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